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構成 

効果 

超伝導ケーブル 
●ケーブルの小型化と大容量の電力を輸送 

 

❶技術分野 

本発明は、超伝導体を用いて電力の輸送を行う超伝導ケーブル等に関する。 

❷発明の背景と目的 

従来の技術（例：特開２００１－３５２７２）は、いずれも縦磁界効果により臨界電流密度

が増大することを効果的に利用した技術ではないため、電力の輸送効率、送電損失、ケーブル

の小型化等の問題を十分に解決できる技術ではないという課題を有する。 

そこで、本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、超伝導体における縦磁界

を強調するというこれまでにはない全く新しい発想により、電力の輸送効率を最大限に上げる

と共に、ケーブル自体を小型化した超伝導ケーブルを提供することを目的とする。 

❸発明の構成と効果 

超伝導体を用いて電力を送電する超伝導ケーブル１において、超伝導ケーブル１の長

手方向を基準方向とし、基準方向に対して正、又は負のいずれか一の角度で螺旋状に配

設される超伝導材からなる導電部４を備え、導電部４が複数の層からなり、最内層２か

ら最外層３に向かって、螺旋の角度が基準方向に対して順次異なる角度であり、導電部

４に流れる電流により当該電流の流れと同方向に磁界を生じさせることを特徴とする。 

 電流の流れと同方向に縦磁界を生じさせることができ、縦磁界効果により臨界電流密

度が増大することを利用して大容量の電力を輸送することができるという効果を奏す

る。また、フォースフリー歪みを考慮して縦磁界効果を有効に利用することができ、大

容量の電力を輸送することができるという効果を奏する。 

           

  


